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エアシェアは、旅行者・航空機オーナー・パイロットの三者をマッチングする日本初のサービスです

空を自由に移動したい旅行者と、航空機を所有するオーナーと、プロのパイロットを

オンラインでマッチングすることで、今まで活用されてこなかった地方空港や小規模な

滑走路を含む全国１４０以上の空港間の気軽な移動を可能とします。

エアシェアは、もっと自由に空を移動し、楽しむ未来のシーンを作ります

URL ：https://airshare.co.jp

TEL ：03-4405-0342(代表)

E-mail ：info@airshare.co.jp

現在の小型航空機業界を取り巻く問題点

◆ わずかな趣味フライト以外は遊休資産として、活用されていない

◆ 年間の固定コストが大きい
航空機オーナー

◆ エアラインに就職するために、訓練とフライト経験を積みたい

◆ パイロットが過剰供給で、就職先が少ない
プロパイロット

◆ 有効なマーケティングツールがない

◆ 需要減少で経験豊富なパイロットが枯渇
航空事業者

エアシェアの使い方は簡単３ステップ！

①希望日、⽬的地、航空機、

パイロットを選び、マッチング

結果を待つ

②マッチングしたら、チャットで

パイロットとフライト詳細の

コミュニケーション

③出発空港でパイロットと

待ち合わせ

Enjoy フライト！

せっかくの飛行機を
もっと有効活用したい！

ただでもいいから
フライト経験を積みたい！

先細り傾向にある日本航空界を活性化させ、より健全な発展へ導きたい！

・短時間で効率的に⽬的地へ移動

・新しい観光体験

・プライベートでオリジナルな旅

・飛行経験時間の積上

・操縦業務による収入

・事業者への情報公開による就職への道

・引退パイロットの新たな受け皿

・運用機会の向上/貸出売上

・メンテナンス費の低減

・節税対策

従来日本の航空法では実現不可能と考えられていた

航空機のシェアリングサービスを、ITシステムを利用した

スキーム(※)を開発することで実現。

日本で初めて国土交通省から“適法性”と“安全対策”

が認められた航空機シェアサービスをリリースしました。

※2020年特許出願中

空をもっと身近に、自由に飛ぶことで
30年後の日本に自由な空を残したい。


